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薮内澄子 氏  「 へ 通 し 」 職 人  

 

 

 

 

 

 

 

や ぶ う ち ・ す み こ  ☆  1 9 3 5 年 7 月 2 7 日 、今 治 市 榎 町（ 現 ・ 今 治 市 蒼 社

町 ） 生 ま れ 。 今 治 市 立 立 花 小 学 校 ・ 立 花 中 学 校 を 卒 業 し 、 1 9 5 1 年 4 月 に

（ 有 ）ア サ ヒ 物 産 に 入 社 。同 社 で 紳 士 服 な ど の 縫 製 作 業 に 従 事 。し か し 、会

社 の 倒 産 で 互 興 織 物 （ 株 ） に 再 就 職 し 、 タ オ ル の ヘ ム 縫 い ・ 耳 縫 い を 担 当 。

こ の と き 縫 製 以 外 の へ 通 し や 糸 巻 き 、整 経 、製 織 な ど 他 の タ オ ル 製 造 工 程 の

技 術 を 独 学 で 修 得 。そ の 後 、互 興 織 物 が 旭 染 織（ 株 ）の 傘 下 に 入 っ た た め 旭

染 織 の 社 員 と な る 。 そ し て 、 同 社 を 退 職 後 フ リ ー ラ ン ス と な り 、「 へ 通 し 」

職 人 と し て 、ま た 他 の 職 人 を タ オ ル メ ー カ ー や 染 色 加 工 業 者 へ 派 遣 す る 仲 介

者 と し て 活 動 。 現 在 も 数 社 と の 取 引 が あ り 腕 を 振 る う 。  

タ オ ル は 細 か な 分 業 の も と で つ く

ら れ る が 、そ の な か の「 へ 通 し 」は 、

準 備 工 程 に お け る 重 要 な 作 業 で あ

る 。糸 を 織 り 上 げ る に は 、こ の 下 準

備 は 欠 か せ な い 。今 回 の「 タ オ ル び

と 」は 、中 学 校 を 卒 業 後 、タ オ ル メ

ー カ ー に 就 職 し 、染 め 晒 し 以 外 の タ

オ ル づ く り の 製 造 工 程 を 独 学 で 修

得 し 、フ リ ー ラ ン ス と し て 今 も 現 役

で 活 躍 す る 薮 内 澄 子 氏 で あ る 。と く

に 、 へ 通 し の 作 業 で は 7 0 年 ほ ど の

キ ャ リ ア が あ り 、そ の 正 確 さ と 素 早

さ は 8 0 歳 を 超 え た 今 で も 薮 内 氏 の

右 に 出 る 者 は い な い ほ ど で あ る 。必

要 と あ れ ば 2 4 時 間 体 制 で 仕 事 を 請

け 負 う 、超 人 的 「 へ 通 し 」職 人 で あ

る 。  

薮内澄子氏  
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1．  幼 少 期  

 

スポーツ万能の少女時代  

 

 薮 内 澄 子 氏 は 、 19 35 年 7 月 2 7 日 に 今 治 市 榎 町
えのきまち

（ 現 ・ 今 治 市 蒼

社 町 ）に 、父・山 本 伊 太 郎 氏 と 母・よ し の 氏 の 6 人 兄 弟 妹（ 兄 2 人 、

弟 2 人 、妹 1 人 ）の 長 女 と し て 誕 生 し た 。父 親 は 地 元 今 治 市 朝 倉 町

の 出 身 で 、 母 親 は 広 島 県 御 手 洗 町 （ 現 ・ 呉 市 ） 出 身 で あ る 。 妹 の 上

野 和 美 氏 と は 1 0 歳 離 れ て お り 、 後 述 す る 旭 染 織 の 時 代 か ら 現 在 に

至 る ま で 「 へ 通 し 」 作 業 の 相 棒 で あ り 、 今 治 の タ オ ル 業 界 に お い て

長 い 間 二 人 三 脚 で 働 い て き た 。「 へ 通 し 」 は 2 人 1 組 で お こ な う 作

業 で あ り 、 作 業 効 率 の 向 上 は 息 の 合 っ た 二 人 で な い と な か な か 難 し

い 。  

 薮 内 氏 は 、第 二 次 世 界 大 戦 中 の 194 2 年 4 月 に 今 治 市 立 立 花 国 民

学 校 に 入 学 し た 。 1 940 年 1 月 に 立 花 村 が 今 治 市 に 合 併 し た た め 、

今 治 市 立 花 尋 常 高 等 小 学 校 と な っ た ば か り で あ っ た が 、 1 941 年 4

月 に 今 治 市 立 花 国 民 学 校 と 改 称 さ れ 、 戦 争 が 終 わ り 平 和 な 時 代 が 訪

れ た 1 9 4 7 年 4 月 に 現 在 の 今 治 市  

立 立 花 小 学 校 と な っ た 。  

そ し て 、 19 48 年 4 月 に 今 治 市  

立 立 花 中 学 校 に 入 学 し 、 日 本 が 戦  

後 復 興 に 向 け て 離 陸 す る な か で 、  

元 気 い っ ぱ い に 学 校 生 活 を 過 ご し  

た 。 と く に 、 ス ポ ー ツ は 得 意 で 、  

バ レ ー ボ ー ル や 野 球 、 ソ フ ト ボ ー  

ル 、 陸 上 な ど 興 味 の あ る ス ポ ー ツ  

は な ん で も チ ャ レ ン ジ し た 。  

そ の な か で も 得 意 だ っ た の が 短 距 離 走 で あ る 。 小 学 校 ・ 中 学 校 と

も に リ レ ー の 学 校 代 表 選 手 に 選 ば れ 、 県 大 会 に 出 場 し た ほ ど 走 り は

速 か っ た 。 当 時 は 全 国 大 会 が 各 地 の 持 ち 回 り で 開 催 さ れ 、 代 表 選 手

 

現 在 の 今 治 市 立 立 花 小 学 校  
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と し て 大 阪 や 京 都 な ど に 行 っ た 経 験 が あ る 。 運 動 神 経 抜 群 の 薮 内 氏

は 、 幼 少 時 代 か ら 勝 気 で 活 発 で が ん ば り 屋 で 、 ク ラ ス で も 目 立 っ て

い た 。  

 

 

2．  就 職 、 そ し て タ オ ル 業 界 へ  

 

独学でタオルづくりの工程を修得  

 

 ス ポ ー ツ で 大 活 躍 し た 小 ・ 中 学 校 時 代 を 終 え 、 薮 内 氏 は 家 計 を 助

け る た め に 195 1 年 4 月 に 地 元 の 企 業 に 就 職 し た 。「 学 校 基 本 調 査 」

（ 文 部 省 ） に よ る と 、 当 時 の 女 性 の 高 校 進 学 率 は 1 9 5 0 年 時 点 で

36 .7%と い う 低 い 数 値 に 留 ま っ て お り 、多 く の 女 性 は 中 学 を 卒 業 す

る と 経 済 的 事 情 か ら 仕 事 に 就 い た 。 ち な み に 、 20 18 年 時 点 の 女 性

の 高 校 進 学 率 は 99 .0%で あ り 、現 在 は ほ ぼ す べ て の 女 性 が 高 校 に 進

学 し て い る （ 文 科 省 「 学 校 基 本 調 査 」 平 成 3 0 年 度 ）。  

薮 内 氏 の 最 初 の 就 職 先 は 、 市 内 松 本 通 で ア パ レ ル 向 け の 縫 製 業 を

営 ん で い た （ 有 ） ア サ ヒ 物 産   で あ っ た 。 同 社 で は 紳 士 服 の 縫 製

を 担 当 し 、カ フ ス や 襟 元 な ど 細 か い 部 分 の 縫 製 を 毎 日 こ な し な が ら 、

縫 製 技 術 を 磨 い た 。 し か し 、 朝 鮮 戦 争 に よ る 特 需 が 収 束 し た 19 52

年 に 繊 維 産 業 に お け る 過 剰 設 備 の 問 題 が 顕 在 化 し 、 繊 維 産 業 全 体 が

早 く も 不 況 モ ー ド に 陥 る な か で 、 ア サ ヒ 物 産 は こ の あ お り を 受 け て

倒 産 し て し ま っ た 。 ア サ ヒ 物 産 に は 1 年 足 ら ず の 所 属 で あ っ た が 、

薮 内 氏 は 縫 製 の 経 験 を 生 か し 、 す ぐ さ ま タ オ ル メ ー カ ー に 再 就 職 を

果 た し た 。 そ れ が 互 興 織 物 （ 株 ） で あ る 。  

 互 興 織 物 は 、 中 村 市 治 氏 が 経 営 し て い た タ オ ル メ ー カ ー で あ り 、

ハ リ ソ ン 電 機 （ 株 ）   に 隣 接 し た 松 本 通 に 立 地 し て い た （ 森 光 繁

編『 今 治 商 工 名 鑑 』今 治 商 工 会 議 所 、1 958 年 、3 4 頁 ）。入 社 当 初 、

薮 内 氏 は タ オ ル の ヘ ム 縫 い や 耳 縫 い を 担 当 し た 。 ア サ ヒ 物 産 で 紳 士

服 を 縫 っ て い た こ と も あ っ て 、 ヘ ム 縫 い や 耳 縫 い は 薮 内 氏 に と っ て

LOOKS
ノート注釈
同社については、今治タオル工業組合の保存資料やその他タオル関連資料にも掲載がないため、現在確認中である。しかし、薮内氏のインタビュー内容を尊重し、そのまま掲載してある。

LOOKS
ノート注釈
同社については、今治タオル工業組合の保存資料やその他タオル関連資料にも掲載がないため、現在確認中である。しかし、薮内氏のインタビュー内容を尊重し、そのまま掲載してある。
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さ ほ ど 難 し い 作 業 で は な か っ た 。 し ば ら く し て 縫 製 だ け で は 物 足 り

な く な り 、 他 の 作 業 に 興 味 を 持 っ た 薮 内 氏 は 、 へ 通 し ・ 糸 巻 き ・ 整

経 な ど の 準 備 工 程 や 、 織 機 で 実 際 に タ オ ル を 織 る 製 織 工 程 の 各 作 業

を 独 学 で 修 得 す る よ う に な っ た 。 就 職 時 に 縫 製 担 当 と し て 雇 用 さ れ

た 薮 内 氏 に 対 し て 、 会 社 は 当 然 な が ら 縫 製 以 外 の 作 業 は 期 待 し て い

な か っ た の で 、 他 の 作 業 工 程 に 関 す る 技 術 に つ い て は 誰 も 教 え て く

れ な い 。そ こ で 、「技 術 は 盗 む も の 」と 言 わ ん ば か り に 、縫 製 作 業 の

合 間 や 一 日 の 作 業 割 り 当 て を こ な し た あ と に 、 準 備 ・ 製 織 工 程 に 従

事 す る 職 人 の 細 か な 仕 事 を 観 察 し て 技 術 を 少 し ず つ 身 に 付 け た 。 そ

の 日 に 覚 え た こ と は 、 仕 事 が 終 わ っ て 帰 宅 し た あ と も 、 何 度 も 頭 の

中 で シ ュ ミ レ ー シ ョ ン し た 。  

あ る 日 、 薮 内 氏 の 努 力 が 実 を 結 ぶ と き が や っ て き た 。 へ 通 し の 職

人 が 突 如 退 社 し 、 ま た 亡 く な っ た た め に 、 会 社 に は 担 当 す る 者 が い

な く な っ た の で あ る 。 こ の タ イ ミ ン グ を 見 計 ら っ て 、 薮 内 氏 が 社 長

に 「 う ち が し よ か ？ 」 と ア ピ ー ル し た 。 社 長 は 「 お 前 が な ん で で き

る ん ぞ 」 と 半 信 半 疑 だ っ た が 、 薮 内 氏 に や ら せ て み る と 一 人 前 の 職

人 と 同 じ よ う に 作 業 を こ な し た た め 、 こ れ 以 降 、 薮 内 氏 は 縫 製 以 外

に も へ 通 し や 糸 巻 き な ど の 準 備 工 程 も 担 当 す る よ う に な っ た 。  

 互 興 織 物 で は 、月 給 10 ,000 円 の 給 料 を も ら っ て お り 、タ オ ル 業

界 が 発 展 段 階 に あ っ た だ け に 、 相 対 的 に 低 い 賃 金 で は な か っ た 。 参

考 と し て 、 1 9 55 年 時 点 の 「 繊 維 工 業 」 に お け る 常 用 労 働 者 一 人 平

均 月 間 現 金 給 与 総 額（ 事 業 規 模 3 0 人 以 上 ）は 1 0 ,4 97 円 、「衣 服 、

そ の 他 繊 維 品 」（ 事 業 規 模 3 0 人 以 上 ） は 8 ,798 円 （ 東 洋 経 済 新 報

社 編『 完 結 昭 和 国 勢 総 覧 』第 3 巻 、東 洋 経 済 新 報 社 、1 991 年 、2 1

頁 ）、 男 子 中 卒 工 員 は 7 ,12 1 円 、 女 子 中 卒 工 員 は ６ , 07 8 円 （ 同 、

6 5 -6 6 頁 ）で あ っ た 。男 女 格 差 が 相 当 程 度 あ っ た 時 代 を 考 慮 に 入 れ

て も 、 待 遇 の よ い 賃 金 で あ っ た と 言 え よ う 。  

 家 族 の 生 活 を 支 え る た め に 中 学 校 を 卒 業 し て 就 職 し た 薮 内 氏 は 、

給 料 の す べ て を 家 計 に 充 て た 。「幼 少 時 代 か ら 長 い こ と 苦 労 し て た か

ら ね 。 そ れ で 働 く 鬼 に な っ た ん よ 」 と 言 う 薮 内 氏 は 、 若 い 頃 の 経 済
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的 苦 労 か ら 脱 す る た め に 一 所 懸 命 に 働 い た 。 就 職 す る 以 前 の 薮 内 氏

の 体 重 は 80kg ほ ど あ っ た が 、「働 く 鬼 」に な っ て か ら 自 然 と 痩 身 と

な り 、 今 で も そ の 頃 の 体 型 を 維 持 し て い る 。  

互 興 織 物 が 旭 染 織 （ 株 ） の タ オ ル 製 造 部 門 と し て 傘 下 に 入 っ た た

め 、 薮 内 氏 は 旭 染 織 に 移 籍 と な っ た 。 旭 染 織 は 、 今 治 で も 古 参 の タ

オ ル メ ー カ ー で あ る 楠 橋 紋 織 （ 株 ） の 大 番 頭 だ っ た 八 木 友 一 氏 が

1 9 5 9 年 1 2 月 に 独 立 し て 設 立 し た 会 社 で あ り 、 染 晒 加 工 と 製 織 を

社 内 で 一 貫 し て お こ な う 中 堅 の タ オ ル メ ー カ ー に 成 長 し た 。 バ ブ ル

経 済 崩 壊 後 の 1 9 9 2 年 に は 、中 国（ 大 連 市 ）に タ オ ル を 製 造 す る 子

会 社 を 設 立 し 、 組 織 の 規 模 の 拡 大 化 と 大 量 ・ 一 貫 生 産 体 制 に よ っ て

1 9 9 5 年 に は 年 商 3 5 億 円 を た た き 出 す 、 今 治 を 代 表 す る タ オ ル メ

ー カ ー と な っ た 。 し か し 2 1 世 紀 に 入 り 、 事 業 拡 大 へ の 投 資 負 担 や

主 要 取 引 先 の 経 営 不 振 な ど に よ っ て 、旭 染 織 は 2 0 0 9 年 に 倒 産 し て

し ま う（ 旭 染 織 の 詳 細 に つ い て は 、「タ オ ル び と 」2 0 1 4 年 1 1 月 号

［ 中 谷 稔 氏 編 ④ 号 ］ 参 照 ）。  

薮 内 氏 は 、 旭 染 織 で は 互 興 織 物 で 修 得 し た へ 通 し や 糸 巻 き 、 整 経

な ど の 作 業 を 任 さ れ る よ う に な っ た 。 そ の 背 景 に は タ オ ル 工 業 の 急

速 な 成 長 と 同 時 に 人 手 不 足 を 挙 げ る こ と が で き る 。 当 時 の タ オ ル を

と り 巻 く 状 況 を 振 り 返 る と 、ま ず 195 0 年 の 政 府 に よ る 織 機 設 備 の

制 限 撤 廃 や 国 内 需 要 の 増 加 （ 糸 へ ん 景 気 ） に よ っ て タ オ ル 生 産 が 急

増 し た 。 そ の 結 果 、 1 9 5 4 年 に は 需 給 調 整 が 始 ま っ た が 、 1 9 6 0 年

代 に 入 る と 高 度 成 長 期 に お け る タ オ ル 需 要 の 増 加 、 と く に タ オ ル ケ

ッ ト の 爆 発 的 ヒ ッ ト な ど か ら 今 治 タ オ ル 工 業 が 飛 躍 的 に 成 長 し た 時

期 で あ る 。 19 6 0 年 に は タ オ ル 生 産 で 先 陣 を 切 っ て い た 泉 州 や 紀 州

を 生 産 高 に お い て 追 い 抜 き 、 今 治 は 日 本 一 の タ オ ル 産 地 と な っ た

（「 タ オ ル び と 」 2 0 1 2 年 1 1 月 号 ［ 創 刊 号 ］ を 参 照 ）。  

こ う し た 状 況 の な か で 、 各 タ オ ル メ ー カ ー で は 人 手 不 足 が 叫 ば れ

る よ う に な り 、 加 え て 、 へ 通 し な ど の 経 験 を 必 要 と す る 作 業 が で き

る 人 材 は 即 戦 力 と し て な お さ ら 貴 重 な 存 在 だ っ た 。 八 木 社 長 は 、 薮

内 氏 が 縫 製 以 外 に へ 通 し の 作 業 も で き る こ と を 聞 き つ け 、 次 第 に 準
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備 工 程 の 仕 事 を 任 せ る よ う に な っ た と い う わ け で あ る 。 ミ シ ン 縫 製

か ら 始 ま っ た 薮 内 氏 の キ ャ リ ア は 、 旭 染 織 で 鍛 錬 を 重 ね て 一 人 前 の

準 備 工 程 の 職 人 と な っ た 。  

こ の 間 、プ ラ イ ベ ー ト で は 、1 9 6 5 年 に 薮 内 獅 子 男
し し お

氏 と 結 婚 し た 。

獅 子 男 氏 は 愛 媛 県 南 予 地 方 に あ る 内 子 町 の 出 身 で 、 結 婚 後 は タ ク シ

ー ド ラ イ バ ー と し て 働 い た 。 二 人 の 出 会 い を 遡 る と 、 薮 内 氏 が 互 興

織 物 時 代 に 仕 事 を 終 え た の ち 一 時 期 ア ル バ イ ト を し て い た 寿 司 店 の

「 彦 寿 司 」（ 現 在 は 閉 店 ）に 、獅 子 男 氏 が 客 と し て 来 店 し た こ と が き

っ か け で あ る 。 獅 子 男 氏 の 一 目 惚 れ で あ っ た 。 獅 子 男 氏 の 猛 ア タ ッ

ク の 末 に 二 人 は 交 際 を ス タ ー ト さ せ 、 薮 内 氏 が 3 0 歳 に な っ た 年 に

入 籍 し た 。 1 0 歳 下 の 年 の 差 婚 で 薮 内 氏 は 姉 さ ん 女 房 で あ っ た 。  

  タ ク シ ー ド ラ イ バ ー の 獅 子 男 氏 は 、  

日 課 の よ う に 薮 内 氏 を 旭 染 織 ま で 送  

迎 し て く れ た 。 し か し 、 同 社 が タ オ  

ル 製 造 部 門 を 東 予 市 （ 2 0 0 4 年 に 西  

条 市 と な る ） へ 移 転 す る こ と を 決 め  

た た め 、 距 離 的 に 毎 日 の 送 迎 が 難 し  

く な っ た 。 そ し て 、 タ オ ル 工 場 の 移  

転 を 機 に 薮 内 氏 は 退 職 を 決 意 し 、 フ  

リ ー ラ ン ス と し て の 道 を 選 ぶ 。  

（ 次 号 に つ づ く ）  

 

 

 

 

 

 


